
 

 

 

 

 

 

学校で勉強する意味 

～人とのふれあいが自分を成長させる～ 

校 長 池澤 道弘 

うららかな春の日差しに包まれて、街や庭の草花が一斉に咲き競う頃となりました。お子様のご入

学、ご進級、誠におめでとうございます。 

この度、江原校長先生の後を受け、第１２代校長として赤見台第二小学校に着任いたしました 池

澤道弘（いけざわ みちひろ）と申します。縁あって、本校の明るく元気な子どもたちに携われます

ことを大変嬉しく思っております。 

令和４年度は、新たに４１名の新入生を迎えるとともに、はなみずき学級（特別支援学級）を 1 学

級増設し、全校児童２７８名（１４学級）で新学期をスタートすることができました。個々の良さを

存分に活かしながら「集う楽しさ」と「できる喜び」を味わわせ、学校教育目標である「笑顔輝く児

童【○あかるく元気な子（体） ○かんがえて行動する子（知） ○みんなとなかよくする子（徳）】の育成」

を目指し、全教職員で真摯に教育活動に取り組んでまいりたいと考えております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

本日は 1 時間目に始業式がありましたが、私の他に新しくお迎えした先生方を子どもたちに紹介し、

担任発表を行うとともに、本年度のスタートにあたり、次のような話をしました。（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから、新しい学年・学級での新しい１年間が始まります。子どもたちには、積極的に多くの人

と関わり合って、自分を大きく成長させる１年にしていってほしいと願っています。 

 子どもは、「家庭で躾けられ、学校で学び、地域で育つ」と言われます。今後も家庭・地域のご支

援をいただきながら、地域の宝である子どもたちを育てていきたいと考えております。赤二っ子が人

として豊かに成長できるよう、引き続き本校の教育活動にご理解、ご協力くださいますよう、お願い申

し上げます。 

 

 この度の人事異動により、５名の教職員を送り出し、新たに６名が着任しました。 

前任者同様どうぞよろしくお願いいたします。 

転出した職員 転入した職員 

江原 新治 校長（鴻巣市立田間宮小へ） 

須田 佑香 教諭（蕨市立南小へ） 

奈良恵理子 教諭（鴻巣市立鴻巣中央小へ） 

斉藤  茂 教諭（鴻巣市立屈巣小へ） 

岡田 直子 教諭（鴻巣市立田間宮小へ） 

 

池澤 道弘 校長（鴻巣市立小谷小より） 

伊東 直弘主幹教諭（鴻巣市立下忍小より） 

神戸詩央里 教諭（越谷市立鷲後小より） 

清水 真理 教諭（草加市立高砂小より） 

木村 雅史 教諭（鴻巣市立赤見台第一小より） 

飯髙 雅和 教諭（鴻巣市立吹上小より） 

 

 

 

校  長 池澤 道弘 教 頭 加藤  豊 

主幹教諭 伊東 直弘 教 務 岩淵 雅浩 

教 務 吉田 典子 教 務 根岸 裕子 

教 務 千葉 秀明 通級指導教室 樋口 涼子 

１年１組 伊勢 安奈 １年２組 佐藤 祐花 

２年１組 千葉 寿樹 ２年２組 神戸詩央里 

３年１組 加藤  憂 ３年２組 川﨑 絵美 

４年１組 飯髙 雅和 ４年２組 清水 真理 

５年１組 分須美智子 ５年２組 畑野 健太 

６年１組 山﨑 泰徳 ６年２組 上岡 幸子 

特別支援学級（知） 相澤 彩奈 特別支援学級（情） 木村 雅史 

養護教諭 小川 倫世 通級指導員 儘田  浩恵 

特別支援教育指導員 栗原 純子 特別支援教育指導員 中川 華依 

いきいき先生 長堀 理恵 いきいき先生 徳岡 賀美 

事務主事 坂井 さつき 環境美化委員 

 

佐藤 國夫 

学校事務員 富永 真由美 佐々木 淳一 

  ALT リディア リドリー   

給食調理員 
千葉 良一 鈴木杏里沙 三友恵里奈 

木村 広美 小橋川祐子 大金 亜矢 

 森戸あずさ   

 

 

 

  

 

 

 

 

鴻 巣 市 立 赤 見 台 第 二 小 学 校 

学校だより ４月号 令和４年４月８日 

電 話 ０ ４ ８ － ５ ９ ６ － ６ ５ ７ １

http://www.city.konosu.ed.jp/aka2-e/  

 

毎月 23日は、赤二小！ファミリー読書の日 「子ども読書の日」4月 23日 

 

 赤見台第二小学校では、「子ども読書の日」によせて、読み聞かせボランティアさんによる「春の読み 

聞かせスペシャル」を毎年行っています。 

 また、毎月 23日をファミリー読書の日として、ノーゲーム・ノーテレビで親子読書をすすめています。

ぜひお子さんと読書を楽しんでいただけたらと思います。 

 

皆さんは「学校は何をするところ？」と聞かれたら何と答えますか？ きっとほとんどの人が「勉

強するところ」と答えるでしょう。では、「なぜ学校に行って勉強するの？」と聞かれたら、何と

答えますか？ 

実は、校長先生は先生になったばかりの頃、友だちにこんなことを聞かれました。「あと十何年

経てば、２１世紀がやってくる。２１世紀は科学が発達して、テレビ電話のようなものができるか

もしれない。そうなったら学校へ行かなくても勉強できるから、学校で勉強する意味がなくなるの

ではないか。」 

恥ずかしい話ですが、校長先生はその時にはっきりと答えることができませんでした。 

 そして、時は流れ、その２１世紀がやってきました。今は、インターネットが発達し、日本だけ

でなく世界中で何が起こっているかすぐ分かる時代になりました。また、漫画「ドラえもん」など

に登場していたテレビ電話に近いものも現実に使われるようになりました。 

  でも今は、もし同じようなことを誰かに聞かれても、胸を張って「どんなに科学が発達しても、

学校で勉強するのだ。」と言えます。学校での勉強は国語や算数などの学習だけではありません。

友だちをはじめ、先生方、地域の方など、たくさんの人と関わり合って生活していく中で、コミュ

ニケーションの大切さ、他の人の良さ、社会の決まり、マナーなどを学んでいくのです。人と人と

が直接触れあい、そこから学ぶことに、「学校で勉強する」大きな意味があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎年度当初に提出していただくものです。 
 ・児童個人票・・・６年間の継続使用とさせていただきますので、鉛筆書きで記入してください。 

（今年度は４月８日提出済み） 

 ・災害時の児童引き渡しカード・・・鉛筆で訂正してください。（４月１４日までに提出） 

 
◎読書活動をすすめます。 
  毎週月曜日８：１５～８：３０を「一斉読書」の時間としています。また、毎月２３日は「ファミリー読書

の日」です。お子さんと一緒に読書を楽しんでいただけたらと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 
◎表札訪問を実施 ４月１９日（火）・２０日（水）・２１日（木）・２２日（金）（予備日） 
  緊急時に備え、家庭の位置を確認するために実施します。表札訪問したお知らせをポストに入れさせていただ

きます。 

 
◎資源回収・ベルマーク回収にご協力お願いします。 
  環境委員会が学校で牛乳パック・アルミ缶を回収しています。登校時、お子さんに持たせてください。なお、

常時回収箱も昇降口に設置してあり、また、学期に一回アルミ缶回収週間を設けています。各教室でアルミ缶を

回収いたします。毎月ベルマークの回収週間も設定しています。ご協力お願いいたします。 

  
◎さわやか相談日の紹介 
  毎週金曜日の放課後、さわやか相談日を開催しています。お子さんのことで相談がありましたら、お気軽にご

活用ください。また、７月２１日（木）～７月２８日（木）を教育相談週間とし、全家庭との相談を実施する予

定です。 

 
◎学校への来校時は、オレンジの名札の着用をお願いします。 
  部外者の来校防止のために、ご協力をお願いいたします。 

学力調査のお知らせ 
 
「全国学力・学習状況調査」４月１９日（火） 
 

・実施学年・・・第６学年 
・実施教科・・・国語、算数、理科 
 
「県小・中学校学力・学習状況調査」５月１２日（木） 

・実施学年・・・４．５．６年生 
・実施教科・・・国語・算数 
  

 

前学年の学習内容が出題

されます。ご家庭でも３学

期に行っていた「コバトン

プリント」または、「復習シ

ート」を活用した自主学習

を行うようにお声がけくだ

さい。 


